
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
高齢者医療や災害医療など、救急需要はこれからもますます高まっていくことが予想されます。 

適切に医療を提供し続けるには、地域全体で医療と救急について考え、守っていくことが必要です。 

そこで、済生会横浜市東部病院が発案し、鶴見消防署と川崎市消防局幸消防署が協働して、国道１号

線上の２つの歩道橋に、適切な救急要請への協力を呼びかける横断幕を設置しました。 

救える命を救うため、これからも地域で連携し、一人ひとりが災害時の備えと適切な救急要請を考

えられるよう呼びかけていきます。 

 
 
【掲示場所】２か所 

・下末吉歩道橋    

・尻手歩道橋（川崎市） 
 

 

 

 

 

お問合せ先 

消防局鶴見消防署警防課長   三浦 大 Tel 045-503-0119 

 

 

令 和 ７ 年 ５ 月 1 6 日 
消 防 局 鶴 見 消 防 署 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

歩道橋横断幕で地域医療と救急への協力を呼びかけます 

【横断幕の設置状況】 


